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自治会事務局（第２自治会館）業務時間 平日 9時～16時 土曜 9時～12時 日・祝日-休館

今
年
も
恒
例
の
さ
く
ら
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。

昨
年
と
同
様
、
１
日
だ
け
の
開
催
で

す
。皆

さ
ん
、
ご
家
族
、
ご
近
所
や
お
友

達
を
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

４
月
４
日(

土)

10
時
30
分
～
15
時

雨
天
時
は
５
日(

日)

に
順
延

会

場

東
池
公
園

催
し
物

屋
台
店

(

焼
き
そ
ば
、
タ
コ
焼
き
等)

お
茶
席

抽
選
会

10
時
50
分
～
14
時
30
分

夜
桜
鑑
賞

３
月
28
日(

土)

～

４
月
５
日(

日)

提
灯
点
灯

19
時
～
21
時

※
公
園
周
辺
は
駐
車
禁
止
で
す
。

ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

「
文
教
寄
席
」
中
止

３
月
１
日
、
予
定
し
て
い
た
「
文
教

寄
席
」
は
、
新
型
肺
炎
の
感
染
拡
大
が

危
惧
さ
れ
、
３
日
前
に
中
止
を
決
定
。

恒
例
に
な
り
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
者
も

多
く
、
万
一
の
事
を
考
え
る
と
止
む
を

得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
回
開
催
ま
で
、
楽
し
み
に
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
。

道
交
法
改
正
・
施
行

「
な
が
ら
運
転
」
厳
罰
化

ス
マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら
運
転
し
た

車
に
よ
る
死
亡
事
故
が
相
次
ぎ
、
遺
族

ら
が
罰
則
強
化
を
求
め
、
改
正
法
が
昨

年
12
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

改
正
法
で
は
、
運
転
中
の
通
話
や
、

画
面
を
注
視
す
る
違
反
の
点
数
や
反
則

金
を
こ
れ
ま
で
の
約
３
倍
に
、
併
せ
て

懲
役
や
罰
金
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。ス

マ
ホ
を
操
作
す
る
場
合
、

車
は
必
ず
止
め
て
か
ら
！

運
転
中
に
掛
か
っ
て
き
た
携
帯
は

出
な
く
て
も
大
丈
夫
！

本
郷

慶
く
ん(

東
１
・
多
田
中
２
年)

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会

優
勝(

剣
道
中
学
生
団
体
戦
川
西
チ
ー
ム)

お
知
ら
せ

３
月
21
日(

土)

『
卓
球
教
室
』(

清
小)

は
都
合
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
清
和
台

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



開催日 区　域 集　合 時　間

14日(土) 住宅団地 ヒゼンコ 午後３時

15日(日) 東１～３ 上大畑 午後３時

22日(日) 西３～５ 西駒谷 午前10時

28日(土) 東４～５ 雨堤公園 午後４時

 4日(土) 西１～２ 東池公園 午前10時

11日(土) 住宅団地 ヒゼンコ 午後４時

♳ 　４月度 資源回収カレンダー

新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ 2・16日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ 10・24日

Ｂ2 西４、西５ 3・17日

Ｃ 東１、東２-３・４ 13・27日

Ｄ 東２-１・２、東３ 11・25日

Ｅ 東４、東５ 4・18日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM 10・24日

ブロック・地番名

役
員
会
だ
よ
り
（
４
２
１
号
）

開
催

２
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会

（
前
号
既
報
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
出
た
諸
問
題
点

(

例)

排
水
溝
の
詰
り
、
歩
道
の
凹
凸

犬
の
糞
、
空
き
家
の
樹
木
・
猫

路
上
駐
車
、
街
灯
設
置
等

出
来
る
事
か
ら
対
処
し
て
い
く

・
空
き
家
対
策
出
前
講
座

報
告

（
前
号
既
報
）

・
新
理
事
分
担
内
定
会

３
／
15(

日)

・
資
源
回
収
の
業
者
買
い
取
り
価
格

値
下
げ
確
定(

４
月
よ
り)

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

現
役
員
５
名
で
検
討
中

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
１
月
度

部
長
会
、
役
員
会
の
会
場

設
営
、
片
付
け
、
議
事
録
作
成

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
会
場
設
営
、
片
付

議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
９
７
号
発
行
と
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
各
会
館
掲
示
板
管
理

（
環
境
部
）

・
公
園
管
理

設
備
等
、
損
傷
の
チ
ェ
ッ
ク

・
資
源
回
収
事
業

１
月
度

４
３
・
１
４
ト
ン

（
前
年
同
月
比

80
・
９
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
１
月
度

慶
弔
関
係

結
婚

１
件

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
み

６
件

（
文
教
部
）

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
横
断
幕
、
幟
点
検

・
落
語
会(

３
月
１
日)

開
催
準
備

（
前
号
既
報
）

（
体
育
部
）

・
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
12
日(

日)

（
４
面
参
照
）

（
安
全
部
）

・
１
／
18
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

・
交
番
だ
よ
り

①
交
通
事
故

人
身
事
故

西
５
市
道

車
と
歩
行
者

西
２
県
道

車
と
車

物
損
事
故

13
件
発
生

②
刑
法
犯

な
し

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館

点
検
実
施

第
１

ト
イ
レ
レ
バ
ー

修
理

第
３

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
破
損

交
換

第
４

不
法
投
棄
物
の
撤
去

窓
施
錠
忘
れ

第
５

ト
イ
レ
と
換
気
扇
消
し
忘
れ

・
会
館
利
用
者
説
明
会

１
月
25
日
実
施
（
43
団
体
参
加
）

利
用
者
が
気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る

よ
う
協
力
要
請

・
ス
リ
ッ
パ
発
注(

50
足)

せいわだいにゅ～す 令和２年３月８日（２）

幸(CO)-ウォーキング 安全部・環境部

【 ３・４月予定 】

※ 約１時間ほど、ゴミ拾いを兼ね歩きながらパトロールをします。

「健幸マイレージ」対象行事です。 (雨天中止)



あ
の
手
こ
の
手
を
考
え
て
進
め
て
い

き
ま
す
。
勝
っ
た
喜
び
、
負
け
た
悔

し
さ
。
「
負
け
ま
し
た
」
の
言
葉
で

勝
負
あ
り
。
小
さ
な
闘
志
を
燃
や
し

ま
し
た
。

校
長
先
生
、
保
護
者
も
観
戦
さ
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
一
日
で
し
た
。

次
年
度
も
盤
上
で
の
対
抗
戦
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

日
舞
お
さ
ら
い
会あ

す
か

紫
媛

実
り
多
い
日
舞
お
さ
ら
い
会
に

心
寄
せ
て

2
月
23
日
、
令
和
に
な
り
初
め
て

の
お
さ
ら
い
会
も
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
支
援
の
も
と
『
ひ
な
ま
つ
り
、
野

崎
小
唄
、
越
天
楽
、
花
は
咲
く
』
の

４
曲
で
回
を
重
ね
る
こ
と
、
九
回
目

と
な
り
１
年
生
～
６
年
生
の
15
人
の

参
加
で
そ
れ
ぞ
れ
に
優
雅
に
、
愛
ら

し
く
舞
い
納
め
ま
し
た
。

日
舞
を
通
し
て
集
中
力
、
忍
耐
力

そ
し
て
し
な
や
か
に
、
た
お
や
か
に

大
和
心
が
育
成
で
き
た
か
と
確
信
い

た
し
ま
し
た
。
順
序
よ
く
静
か
に
自

分
の
や
る
べ
き
こ
と
に
自
主
性
が
見

て
と
れ
た
か
ら
で
す
。

各
々
が
帰
る
時
、

次
年
度
の
練
習
の

約
束
を
し
、
心
よ

り
の
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

の
言
葉
に
も
思
わ

ず
、
労
を
ね
ぎ
ら

わ
れ
改
め
て
責
任

の
重
さ
と
先
に
進

む
決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

ほ
ん
に
今
日
は
好
日
で
う
れ
し
い
、

う
れ
し
く
幸
多
い
一
日
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
し
、

伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所
（
保
健
所

０
７
２
‐
７
８
５
‐
９
４
３
７
【
平

日
9
時
～
17
時
30
分
】
）
に
連
絡
し
、

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和２年３月８日

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

４
月
１
日
（
水
）

11
時
～
15
時
30
分

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

11
時
～

「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

ポ
ピ
ン
ズ
さ
ん

の
不
思
議
な
世
界

を
楽
し
も
う
！

映

画

13
時
～

『
北
北
西
に
進
路
を
と
れ
』

ケ
ー
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ト

エ
バ
ー
・
マ
リ
ー
セ
イ
ン
ト

さ
ん
り
ん
し
ゃ

①
日

時

４
月
15
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

消
防
署
訪
問

消
防
士
さ
ん
の
お
話
し

記
念
撮
影

②
日

時

5
月
13
日
（
水
）

時
間
と
場
所
は
①
と
同
じ
で
す

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

（
レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
）

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
費
無
料
。
予
約
不
要

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

将
棋
対
抗
戦

下
野

三
千
男

２
月
22
日
、
ス
ポ
ー
ツ
21
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
清
小
、
南
小
の
児
童
13
名

が
日
頃
の
棋
力

を
発
揮
し
て
対

抗
戦
を
し
ま
し

た
。

「
お
願
い
し
ま

す
」
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お悔やみ （敬称略）

森田 裕実 西４

河口 利幸 西２

石川 忠 西２

山田 定雄 東４

勝本 賢次 東２

江戸 長子 東４

放
課
後
子
ど
も
教
室



２
月
15
日
、
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作

戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

い
つ
も
の
通
り
今
回
も
た
く
さ
ん

の
不
法
投
棄
が
あ
り
「
ど
う
し
て
こ

ん
な
物
ま
で
捨
て
る
の
？
」
と
情
け

な
く
な
り
ま
す
。

猪
名
川
の
水
は
、
私
た
ち
の
生
活

水
源
で
す
。
毎
回
掃
除
し
て
も
、
ゴ

ミ
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
清
和
台
の
方
の
参
加
は
残
念

な
が
ら
少
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
現
状
を
見
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
次
回(

来
年
２
月)

の
作
戦
に
は
、

多
く
の
清
和
台
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

せいわだいにゅ～す 令和２年３月８日（４）

六

赤
松
小
学
校

私
の
故
郷
は
伊
勢
市
宇
治
浦
田
町

で
す
。
伊
勢
市
の
前
名
は
宇
治
山
田

市
で
天
照
大
御
神
を
お
祀
り
す
る
内

宮
の
地
「
宇
治
」
と
豊
受
大
御
神

（
と
よ
う
け
お
お
お
ん
か
み
）
を
お

祀
り
す
る
外
宮
の
地
「
山
田
」
が
合

併
し
て
出
来
た
市
で
す
。

日
本
神
話
で
は
天
照
大

御
神
を
お
祀
り
す
る
地
を

探
す
倭
姫
命
（
や
ま
と
ひ

め
の
み
こ
と
）
が
大
和
の

国
よ
り
巡
行
し
た
と
き
、

猿
田
彦
大
御
神
の
子
孫
、

太
田
命
が
五
十
鈴
川
の
上

流
の
地
、
宇
治
を
案
内
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
宇
治
浦
田
町

に
は
猿
田
彦
神
社
が
あ
り
、
倭
姫
命

は
外
宮
と
内
宮
の
中
ほ
ど
に
あ
る
倉

田
山
に
倭
姫
宮
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
神
宮
参
拝
は
外
宮
よ
り

参
拝
し
、
そ
れ
か
ら
内
宮
に
お
参
り

す
る
と
い
う
し
き
た
り
が
あ
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
交
通
網
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
ま
ず
山
田
駅
（
現
在
の
伊

勢
市
駅
）
を
下
車
、
広
い
参
道
を
２

０
０
メ
ー
タ
ほ
ど
行
け
ば
外
宮
の
大

鳥
居
が
見
え
ま
す
。
参
拝
し
た
後
、

内
宮
迄
行
く
道
は
天
皇
陛
下
の
御
車

が
お
通
り
に
な
る
の
で
御
幸
道
路
と

呼
ば
れ
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
、

歩
道
に
並
木
や
灯
篭
ま
で
あ
る
、
広

い
舗
装
道
路
で
す
。

昭
和
30
年
頃
ま
で
は
「
ち
ん
ち
ん
」

と
警
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
る
路
面

電
車
が
あ
り
、
外
宮
前
か
ら
内
宮
前

ま
で
参
拝
者
は
む
ろ
ん
の
こ

と
住
民
の
良
き
足
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時

代
に
は
お
か
げ
参
り
で
賑
わ
っ

た
古
市
の
街
、
私
の
子
ど
も

の
頃
に
は
ま
だ
大
き
な
旅
館

も
残
り
、
古
い
町
並
み
が
あ

る
、
味
わ
い
深
い
街
道
で
し
た
。

現
在
は
車
社
会
と
な
り
、
内
宮
だ

け
参
拝
し
、
早
々
と
鳥
羽
・
志
摩
に

宿
泊
す
る
観
光
客
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
素
通
り
さ
れ
る
外
宮
の
あ
る

「
山
田
」
は
以
前
に
比
べ
寂
し
く
な

り
残
念
で
す
。
伊
勢
神
宮
の
あ
る

「
宇
治
」
と
「
山
田
」
が
共
に
、
参

拝
客
で
も
っ
と
も
っ
と
賑
わ
う
街
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
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桜並木を歩き「ウォンバット」で有名な動物園がある

五月山公園、池田城跡公園で春を満喫 ‼

※ 珍獣ウォンバットを見ることが出来るのは、国内では

五月山と長野市の２ヵ所だけです。是非見てネ ‼

（小学生は保護者同伴・健幸マイレージ対象行事）

日 時：４月12日(日) 雨天の場合 中止

９時集合・出発 14時頃解散予定

集 合：中央公園サブグラウンド

コース：清和台～多田神社～矢問～桜並木～銀橋～

猪名川河川敷～五月山公園（昼食）～

池田城跡公園～栄町商店街（解散）

【歩行約12㎞】

※ 栄町商店街→川西能勢口(徒歩20分)ご案内します

持ち物：弁当、飲み物(水筒)、帽子、敷物、雨具など

参加費：無料 (帰路電車、バス代は各自負担)

※ 飲物 (５００ml)、飴を配布

問合せ先 体育部 平 尾 799-1582

〃 樋 口 080-3806-6260
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